
平成30年11月10日 長崎 

日本医師会女性医師支援センター事業 

九州ブロック会議 

福岡県の病児保育の現状と 
女性医師支援の試みについて 

福岡県医師会理事    佐藤薫、香月きょう子、田中眞紀、一宮仁 



Ｃ 
病児保育なし  25市町村 

病児保育あり、市外からの受入れ可 

福岡県の病児保育の現状  
ふくおか子ども・子育て応援総合プラン  

・福岡県 平成30年度 
  45/60市町村 75施設  
 
 量の見込み  109,608人 
 提供体制（定員） 140,916人 
  
・補助負担割合 
  国、県、市町村 1/3ずつ 
  利用者数で段階的加算 
  
・2政令都市（全国20都市） 
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政令都市の病児保育の現状 
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・ 病児・病後児保育施設数 12施設  （7位）  
 延利用者数   8,499人 （8位）  
・ 全施設診療所併設型 
・ 利用料金 １日１人 2,000円 
 生活保護・市税非課税世帯  無料 
 所得税非課税世帯  1,000円 
 他の施設からは診断書必要 1,500円 
・ 市外の病児も受け入れ可能 ⇒ 逆はできていない 
 
・ 北九州市医師会との連携   病児保育施設の推薦・呼び掛け 
  
・ 保育所・幼稚園・小児科・子育て支援施設等にリーフレット設置 
  ポスター掲示 
 
・ 全7区のうち子ども人口が多い八幡西区の施設数が不足 
    → 今後増やす予定 
 

北九州市の病児保育の現状 平成29年度 
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福岡市の病児保育の現状 平成29年度 

・ 病児・病後児保育施設数 20施設      （3位）  
 延利用者数   29,631人 （1位） 
 

・ 全施設診療所併設型 
 
・ 利用料金  １日１人 2,000円 
         生活保護・市税非課税世帯 無料 
         所得税非課税世帯                1,000円 
 
・ 福岡市医師会、福岡地区小児科医会「丹々会」と連携 
 全7区で3施設ずつ病児保育施設の推薦。無料の連絡票作成 
 （城南区のみ2施設） 

 
・ 保育所・小児科にリーフレット設置、母子手帳の中にも広報を入れ 
 対象に直接アピールする。 
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・当日のキャンセル 

・インフルエンザや感染症流行時に定員オーバーにより施設側の  
 都合でキャンセル 
・隔離室が足りない 
 

・保育士の確保 常勤で任用しずらい、保育士給与改善策の適     
 応外 
・病児保育に対応する看護師数の不足 
 
・経営の安定化 病児保育のみでは赤字、段階的な加算方法 
 
・広域化 他の市町村からの受け入れが出来ない地域がある 
 

問題点・課題 
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県全体として広域化 
 

医療機関間の連携・情報共有 
 

国からの補助金額の引き上げ 
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福岡県基幹研修病院における病児保育 

所在地 回答病院数 
（41） 

病児保育 
あり（18） 

外部からの 
受入れ可能 

福岡市 10 2（20％） 0 

北九州市 12 3（25％） 0 

上記以外
の地域 

19 13（68％） 9 

地域での 
対応可能 

地域の病児保育を担う？ 安心して勤務 

パザパアンケート  
  167病院       30病院（18％）  外部受入れ可能 17施設 
  41基幹研修病院 18病院（44％）  外部受入れ可能   9施設 
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福岡県女性医師サポートブック～Pas a pas～ 
第３版の作成 

・県内448病院へアンケート実施 
 
・回答216病院のうち167病院掲載 
 
・院長先生からの応援宣言 
 
【支援内容】 
・短時間正規雇用制度  
・複数担当制 
・産休・育休取得医師数 
・当直免除・短時間勤務・時間外勤務免除 
・院内保育 
・病児・病後児保育・学童保育 
・福岡県子育て応援宣言・介護応援宣言登録  
 男女共同参画に関する表彰歴 
                       など… 
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働く女性に関する法制度を
年表形式で紹介！ 

介護に関する制度の
紹介！ 
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病院内・地域女性医師交流会 
(福岡県地域医療支援センター主催) 

＜開催済み＞ 

・産業医科大学 
・福岡東医療センター 
・聖マリア病院 

＜開催予定＞ 

・済生会二日市病院 （医師会共催） 
・飯塚病院 
・九州医療センター 
・小倉医療センター        など 

【目的】 

同じ悩みを共有し相談できるネットワークを構築し、妊娠・出産等によ
りキャリア継続に不安を持つ女性医師の離職防止や就労継続意欲の
向上につなげる。 

【内容】 

• ロールモデルとなる女性医師によるキャリア形成や仕事と育児・介
護の両立に関する経験談等の講演 

• 参加者同士による意見交換や情報交換 

【実施】 10～20名、病院内で17：00から2時間程度、軽食を準備 

10 



ご清聴ありがとうございました 
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